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平成 20 年１月の中央教育審議会の答申にお

いて，生活科の課題の一つとして「児童の知的

好奇心を高め，科学的な見方・考え方の基礎を

養うための指導の充実を図る必要があること」

が指摘され，小学校における教科学習への円滑

な接続のための指導をいっそう充実するとい

う観点から，同答申の改善の具体的事項で，「中

学年以降の理科の学習を視野に入れて，児童が

自然の不思議さや面白さを実感するよう，遊び

を工夫したり，遊びに使うものを工夫して作っ

たりする学習活動を充実する。」ことが示され

た１）。

しかし，生活科で養う「科学的な見方・考え

方」とは何かについては，前述の答申以前から

様々な捉え方があり，現在も明らかになってい

ない。そこで，本研究ではこれまでの議論を整

理し，生活科では，どのような「科学的な見方・

考え方」を養うことが，中学年以降の理科の学

習に繋がるのかについての議論を進める。

２ 生活科で養う「科学的な見方・考え方」 

 答申では更に指定校での調査をもとに生活科に

おける「学習活動が体験だけで終わっていること

や，活動や体験を通して得られた気付きを質的に高

める指導が十分に行われていないこと」が課題とし

てあげられている。このような課題を改善するため

の具体的事項の一つとして，生活科の中で科学的な

見方・考え方を養うことが強調されてきた。そして

学習指導要領解説（平成２０年）では，児童が自然

の不思議さや面白さを実感する遊びとして，ものを

水に溶かして遊ぶ活動，風を使って遊ぶ活動などが

例示された。これらは教科書に例示されていたり，

野外へ出てかかわる動植物とのかかわりと違って

教室内で完結できたりするため， 風やゴムを使っ

たおもちゃ作りや，遊びなどの学習活動が盛んに実

践されている。 

 しかし，安彦，野田らが「今回の改訂で，特に間

違った解釈をされがちなのが，この『科学的な見

方・考え方』のとらえ方です。科学的にリテラシー

の欠如，理科離れの傾向に歯止めをかけるべく，生

活科の段階でかつての低学年理科の内容を教え込

む，ととらえるのは間違った解釈です。」と指摘し

ているように２），それらの学習活動は３年生で学習

する「風やゴムのはたらき」における教具を変えた

だけの低学年理科のようになっていることもある。 

 また，この「科学的な見方・考え方」という言葉

は，幼稚園教育要領解説では「科学的な見方・考え

方の芽生えを培う」，小中学校理科学習指導要領の

教科目標では「科学的な見方・考え方を養う」，更

に高等学校理科指導要領の教科目標に「『科学的な

自然観を育成する』とあるのは，（中略）高等学校

理科の複数の科目を学ばせ，科学的な素養を幅広く

培い，科学的な見方や考え方を深めるとともに，自

然に対する見方や考え方を科学的な自然観にまで

高めようとするものである。」とあるように，幼稚

園から高等学校の全ての校種でその育成が求めら

れている」。したがって，中学年以降の理科の学習

に繋げるという場合，単に３年生理科に繋げる科学

的な見方・考え方の基礎という捉え方ではなく，そ

の先の中学校，高等学校理科の学習に繋げる科学的

な見方・考え方の基礎と捉えることもできる。 

 生活科における「科学的な見方・考え方」の基礎

に対して，そのような捉え方をした場合，自然の事

物・現象にかかわることを通して，「不思議だな」

「面白いな」という体験を充実させ，自然の事物・

現象への興味・関心を高めることだけでなく，そこ

での児童の気づきを科学的に高めるような声かけ

などの教師の児童への関わりが求められる。例えば

他者と自己，過去と現在を比較
．．

させたり，複数の観

察事実を関係づけ
．．．．

させたり，気づいたことや考えた

ことを，例え
．．

を使って表現させたりするような声か

けが重要でなのではないだろうか。 

なお，詳細は口頭で発表する。 
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